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	 キャラクターは視聴者のコミュニケーションを図ったり共感させたりする。その特性上負の感情からは敬遠されてし

まっている。感情の輪というPlutchik氏の感情研究を指標にし、恐れ・悲しみ・嫌悪・怒りという４つの負の感情を

調査することにし、感情から読み取ることのできる行動パターン・色・性格からキャラクターをデザインするためのプ

ロセスとしてフローチャートの制作とフローチャートを使用したキャラクターのデザインを行なった。 
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１．研究の背景と目的  

	 キャラクターとは小説・映画・演劇・漫画・な

どの登場人物、その役柄であり映像やコマ割り上

の仮想空間で躍動する想像上の人物や擬人化され

た動植物の事である。	

	 キャラクターは視聴者がキャラクターを自らの

境遇などと重ねて見る為、人と同じような性格や

背景が求められ、現実味があり読者や視聴者との

コミュニケーションが図れることや共感が得られ

るものでなければならない。しかし、見栄えの良

いキャラクターを作ろうとするあまり人の持つネ

ガティブな性格や負の感情をその性質上から敬遠

されてしまう傾向にある。キャラクターにとって

負の感情、いわゆる欠点はキャラクターの背景を

示す為には無くてはならないものである。	

	 よって本研究は負の感情を用いたキャラクター

制作の方法の構築を目的とし、その方法を用いて

キャラクターを制作する。	

２．研究方法		

	 負の感情の種類や程度、それらを引き起こす性

格・性格から発現される行動は何かの調査を行う。 

 感情をキャラクターに視覚的に反映させるかの

プロセスを示したフローチャートの作成を行う。 

	 フローチャートを用いキャラクターのデザイン

を行う。 

	  

３．これまでの成果  

	 Plutchik 氏による感情研究によると人間の基

本的な感情は８つの感情で表現できるとし、円環

構造で表現している”感情の輪”を提唱した（１）。

円は感情間の類似性を表し、円錐の垂直方向と色

の濃淡で感情の強度を表している。（図１）（２）

「山内と中野（２０１２）」より引用。	

	 	

図１感情の輪「山内と中野（２０１２）」	

	 さらに、Plutchik 氏はこの８つの感情を行動に

関連づけて考察した（表１）（３）「大森（２０１

７）」より引用。感情から予測される基本行動パタ

ーンからキャラクターの一部や所有物などを	 だ

と考えられる。例えば怒りの感情からの行動パタ

ーンである「噛む、殴る」からは牙や凶器などの

喚起ができる。	

表１行動パターン「大森（２０１７）」	

	

	



	 以上の研究を参考に恐れ・悲しみ・嫌悪・怒り

の４つを調査する事にした。	

	 ４つの感情の意味と類語を調査した。言い回し

や意味合いによって表す感情の強度に差があるこ

とが分かった（表２）（４）「大野と浜西（１９８

１）」より引用。	

	

表２感情の意味と類語「大野と浜西（１９８１）」	

	

	 感情は主に人の持つ性格から発現するものであ

ることが分かり、性格から人の行動・思考のパタ

ーンやある程度の好みや身に着けたがるものを予

測できることが分かった（４）。	

	 色にはそれぞれを象徴する意味があり、例えば

赤であれば情熱・闘争などの意味があり、	“感情

の輪“も色彩心理に基づいて色の区分けがされて

いる事が分かる。色からは人によって様々なイメ

ージやキーワードを喚起することができ、キャラ

クターのイメージ構築に繋がると考えた。	

	 以上の調査を行いキャラクター制作のための方

法をフローチャートにして作成を行った（図３）。

フローチャートから作業を行い負の感情からキャ

ラクターの全体像を導き出した（図３）。	

	 	

	

図２	 制作したフローチャート	

	 怒りを例にフローチャートを使用しキャラクタ

ーのラフ案を制作した（図３）	

	

	

図３怒りを例に作成したキャラクターラフ案	

	

	 フローチャートを使用し恐れ・悲しみ・嫌悪・

怒りの感情から４つのキャラクターを制作した。	

４．結論 

負の感情からキャラクターをデザインするプロ

セスを構築することができた。負の感情は敬遠す

るべきものではなく、取り入れることで正の感情

から作られたキャラクターとは差別化を図ること

ができるという結論に至ったため本研究の目的は

十分達成できたと考えられる。	
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